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しています。
2年次には茶室の設計コンペを行い，作品が選ば

れた学生は棟
とうりょう

梁として周囲を牽引します。図面おこ
し，木拾い（積算），工程管理なども学生が自分た
ちで考えて実習を進めていきます。建築大工として
就職すると，3～5年後には棟

とうりょう

梁になる可能性もあ
り，学生のうちに予行演習ができるのでよい機会と
なっています。

建方が終わると，上棟式を学校行事の一環として
開催します。五色の旗，矢車，祭壇を準備し，祝詞
奏上，棟木固めの儀，散

さん

銭
せん

散
さん

餅
べい

の儀などを順番に行
います。上棟式を見たことがない学生がほとんどな
ので，皆楽しんで参加します。

他にも，林業体験やさまざまな交流イベントへの
参加，社会施設見学，オープンキャンパスなども充
実しています。年次末には一年間の復習として，建
築大工技能検定3級を受検し，これまで全員が合格

コンクリート基礎工事

上棟後に小屋組の上で

模擬家屋の建方

茶室の入母屋根施工

上棟式での散
さん

銭
せん

散
さん

餅
べい

の儀
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進学の条件として，当校で不足している工学系の
分野を補足するため，東北能開大にご協力をいただ
いて工学実験に参加しています。試験体は学生が考
えて作成し，普段自分たちが施工している木造住宅
の構造部について，工学的な数値や結果を知ること
で，進学に興味を持つ学生もいます。

建設業界では近年，職人の多能工化が求められて
おり，大工の技能を有しつつ現場管理の職に就きた
い学生にとっては，職業選択の幅が広がります。

4．短期課程

4.1　委託訓練・在職者訓練
校内ではなく，民間企業に委託している訓練もあ

ります。現在は 3ヵ月コースの「ＩＴ基礎科」，「経
理基礎科」，「医療事務科」，「介護職員初任者研修
科」，4ヵ月コースの「介護職員初任者研修実習科」
を実施しています。受講者が再就職に必要なスキル
を身につけるための有効な訓練として，活用されて
います。

また，校内で行う在職者訓練として，電気工事士
や建築大工技能検定等の資格試験準備講習を無料で
開催しています。当校を会場として行う技能検定も
あり，受講者は県内各所から集まります。

上棟式が終わると，次は壁に竹小舞（土壁塗り
の下地）を組み，材料を練って土壁を塗ります。最
近の住宅は外壁をサイディング張りで仕上げるのが
主流ですが，現場でもなかなか携わることができな
い土壁は，これから建築大工として就職する学生に
とって，バウビオロギーの知識を深めるよい機会と
なっています。

学生の就職先については9割が建築大工で，残り
は現場管理や設計などの関連職種です。東日本大震
災を経験した学生は地元志向が特に強く，修了後は
地元の工務店へ入社し地域貢献をしたいという目標
を持っています。そのため，1年後の定着率も8割程
度と高く，基本的な知識が身についている人材は企
業からも良い評価を得ています。

また，さらに知識や技能・技術を深めたい学生に
は，東北職業能力開発大学校の応用課程「建築施工
システム技術科」を受験し進学する道もあります。

完成した茶室

工学実験（持ち込んだ試験体）

土壁塗り作業（荒壁塗り）
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また，高等技術専門校と民間教育機関や職業能力
開発促進センター（ポリテクセンター）等の職業訓
練機関との関係については，それぞれの強みや特徴
を踏まえ，職業能力開発分野における適切な役割分
担を行います。人材育成の対象は，主に高校新規高
卒者と離職者・求職者等であり，学生が将来的にも
のづくり企業の現場の職長（グループリーダー）や
最前線の技術作業員となって活躍できるよう職業訓
練を実施します。

新設校は令和10年4月の開校を目指し，1校に集約
したことで日本でも有数の高等技術専門校になった
と言われるよう，邁進してまいります。

6．おわりに

当校の学生の大半は，自分が就きたい将来の職
業に夢を持って入学してきますが，中にはものづく
りが好きでも，職業にどう生かせばいいのかわから
ず，それを知るために入学する学生もいます。私た
ち指導員は，そんな学生たちが技能と自信を身につ
け，企業にとって欠かせない財産，「人財」となる
よう導いていくことが責務であり，これからも努力
していこうと思います。

5．再編計画

現在，県内には5つの高等技術専門校があります
が，少子化などの影響もあり，入学生が定員に満た
ない科も少なくありません。企業においては事業の
高度化・複雑化が進み，求める人材も幅広く柔軟に
対応できる能力，および高度でより実践的な技能・
知識を持つ技能者へと変化してきています。そこで
本県では，富県躍進を担う産業界の需要に応える人
材の育成を目指すとともに，修了生がものづくり企
業の技術を底上げするリーダーとなって活躍できる
ような技能を習得する魅力溢

あふ

れる高等技術専門校像
を示し，抜本的な再編整備を推進するため，その基
本となる計画を策定することとなりました。計画期
間は令和3年度から令和10年度までとし，1校に訓練
科を集約します。訓練科については，以下のように
整理される予定で話し合いが進められています。

再編整備基本計画の概要

人材育成関係イメージ図（各機関別）

※出典：宮城県産業人材対策課ホームページより
　　　　「高等技術専門校再編整備基本計画」



令和３年度　職業能力開発論文コンクールのご案内
　本コンクールは，職業能力開発に携わる方等によって執筆された職業能力開発の実践等に係る論文のうち，優秀な
論文を選定しその成果をたたえ，広く関係者等へ周知をすることによって職業能力開発関係者の意識の啓発を図り，
職業能力開発の推進と向上に資することを目的としており，以下のとおり論文を募集します。

応募資格
　現在または過去に職業能力開発に携わっており応募テーマについて論ずることができる方。なお，複数の方々によ
る執筆でも応募可能です。応募は未発表の論文に限ります。

応募先及びお問い合わせ先
職業能力開発総合大学校　基盤整備センター　企画調整部職業訓練教材整備室
住所：〒187-0035　東京都小平市小川西町2-32-1　　電話：042-348-5076
電子メールアドレス： concours@jeed.go.jp

※送付上の注意
　○郵送の場合　封筒の表に「コンクール応募論文在中」と朱書してください。
　○電子メールの場合

応募論文が受領され次第，事務局より受領確認を返信しますが，送付後1週間以内に受領確認のメールが返信
されない場合は，お手数ですが上記「お問い合わせ先」までご連絡をお願いします。

主催　：　厚生労働省／（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構／中央職業能力開発協会

応募テーマ
　次のいずれかのテーマについて論ずるものとしてください。選んだテーマからさらに絞った内容について論じても
構いませんが，その場合には副題として論文名を設けてください。
①多様で柔軟な職業能力開発の推進
②高度で専門的な技能の維持・継承
③新たな技能・技術領域の職業能力開発に必要な専門知識・技能・技術及び指導方法に関する調査・研究
④障害者に対する職業能力開発
⑤キャリア形成支援に関する取組み
⑥今後の職業能力開発
⑦職業能力開発の実践

上記①～⑥の区分に該当しない職業能力開発の実践について論ずるもの

応募期限
令和３年7月30日（金） 
郵送で応募される場合は，応募期間最終日（7/30）当日の消印のものまで有効とします。
電子データはPDF形式とし，郵送（CD-R等の記憶媒体）又は電子メール（添付ファイルは10MB以内）のいずれか
とします。紙面は片面印刷とし，パンチ穴，ステープル等を行わないこととします。

表　　彰
　優秀な作品は，次の賞が授与され，職業能力開発関係表彰式（2021年11月頃に開催予定）において表彰されます。また，
入賞した論文は，基盤整備センターのホームページに掲載する等，職業能力開発の啓発活動に広く活用します。
　・厚生労働大臣賞（特選・入選）　　　・特別賞

論文作成要領
　A4，横書き，1頁40行，文字数は5,000字～16,000字程度とすること。（1頁の本文を1,600字程度とし，図表を用いる
項では，1頁の本文を1,200字程度で編集のこと。図表のサイズが大きな場合は引用資料として別に添付し，本文中にお
いては引用とすること。）
　全ページに通しのページ番号を付けること。最初のページは表紙として，上部にテーマ，副題，下部に所属組織，
執筆者名，共著者名を記入すること。引用資料は，投稿時に複写したものを添付すること。

詳細については，令和3年度職業能力開発論文コンクール実施要領をご覧ください。
※「令和3年度職業能力開発論文コンクール実施要領」， 
「論文作成要領」及び「投稿者連絡票」の様式，表紙等の参考様式は 
職業能力開発総合大学校　基盤整備センターのホームページからダウンロードできます。
https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/21ronbun



お知らせ

令和４年
｢技能と技術｣ 誌表紙デザイン募集のご案内

【趣　　旨】
　「技能と技術」誌は，職業能力開発担当者相互の交流と業務の充実発展に資
するため，職業能力開発技術誌として編集し，基盤整備センターホームページ

（https://www.tetras.uitec.jeed.go.jp/）において電子書籍として掲載しています。
　本誌に対する意識の高揚とデザイン教育訓練の振興に寄与することを目的と
して，本誌表紙デザインを募集します。

【応募対象】
　全国の職業能力開発施設および大学，工業高校，専門学校等でデザイン系の
訓練科・学科に所属している者

【応募締切】
　令和3年9月3日（金）必着

【応募方法】
　応募用紙 および 応募作品 を下記応募先に送付してください。
　応募作品については，紙媒体（半光沢紙）と電子媒体の両方での提出をお願
いします。
　一施設から複数名の応募がある場合は，施設でまとめて送付してください。

◇記述内容（右図参照）
　応募用紙には，氏名，所属先，連絡先，作品コンセプトを記述してください。
　応募作品の表には，作品コンセプト，デザインを記載してください。
　応募作品の裏には，氏名，所属先を紙面上部に記述してください。
◇大きさ
　A4判用紙を縦に使用し，デザインの大きさは，170mm×170mmとします。
◇色
　黒一色（本誌の表紙として使用する際は，各号ごとに色を変えます。）

　デザインは未発表のものとし，作品中に文字や写真，第三者が著作権を保有
するイラスト，キャラクターは使用できません。また，応募作品は1人1点まで
とします。なお，応募された作品は返却しません。
　入選作品の著作権は職業能力開発総合大学校に帰属します。

【応 募 先】
〒187-0035　東京都小平市小川西町2-32-1

職業能力開発総合大学校　基盤整備センター　企画調整部企画調整課
｢技能と技術｣ 誌表紙デザイン募集　係

TEL 042-348-5075　　FAX 042-348-5098

【表　　彰】
　最優秀作（１点）…　賞状および副賞
　優 秀  作（２点）…　賞状および副賞
　佳　　 作（数点）…　賞状および副賞

　最優秀作品は本誌の表表紙に1年間採用します。
　優秀作品は本誌の裏表紙に1年間採用します。
　最優秀作品または優秀作品はポスターデザイン等に採用させていただく場合
があります。

【発　　表】
　本誌2021年4号（12月掲載）に入選作品を発表します。

応募者氏名

応募者所属先

応募作品コンセプト

応募者連絡先
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A4判縦 
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応募作品  (裏面) 

応募者氏名

応募者所属先
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原稿募集のお知らせ
　「技能と技術」誌では職業訓練やものづくりにかかわる以下のような幅広いテーマで原稿
を募集しています。執筆に関してのご相談はfukyu@uitec.ac.jpまでお寄せください。また、
記事に関するご意見やご感想もお待ちしております。

実践報告

技術情報

技術解説

教材開発・教材情報

海外情報・海外技術協力

企業の訓練

ずいそう・雑感・声・短信・体験記

実験ノート・研究ノート

伝統工芸

調査報告・研究報告

各訓練施設における各種訓練コース開発、カリキュラム開発、訓練方法、指導法、評価
法等の実践の報告

技術的に新しい内容で訓練の実施に有用な情報

各種訓練の応用に活かすための基礎的な技術を解説

各訓練コースで使用される教材開発の報告、教材に関する情報

諸外国の一般情報、海外訓練施設での訓練実践、教材等の情報

企業の教育訓練理念、体系、訓練内容、教材、訓練実践を紹介

紀行文、所感、随筆、施設状況等各種

各種の試験・実験・研究等で訓練に有用な報告、研究資料

伝統工芸を伝承するための技能や人物を紹介

社会情勢や動向を調査・研究し、能力開発業務に関わる部分の考察をした報告



編 集 後 記

　今号の特集は，「多様な職業訓練の成果」についてでした。
　昨今，さまざまな時代背景によって目まぐるしく変化していく技
術や環境に対応できる職業訓練について，訓練技法や手法等を専門
的な視点からまとめていただきました。
　また，「令和3年度　職業能力開発論文コンクール」の募集が開始
されましたので， 今号に掲載しました案内をご確認ください。皆さ
まのご応募をお待ちしております。
　次号の特集は「障がい者および特別な配慮が必要な受講生に対す
る職業訓練」を予定しております。障がい者および特別な配慮が必
要な受講生に対する訓練実施における創意工夫，就職支援等の取り
組み事例がテーマとなりますので， この機会にぜひ皆さまの取り組
みを，本誌を通じてご紹介ください。ご投稿をお待ちしております。

【編集　井王】
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